
クレジットカード不正利用被害のうち
「番号盗用」の内訳について
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国内発行クレジットカードにおける年間不正利用被害額推移

出典：日本クレジット協会（令和４年３月）

単位：億

2021年における不正利用被害総額：330億円
うち番号盗用被害の割合：９４％
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（参考） 令和３年特殊詐欺の被害額（オレオレ詐欺等）は、平成26年より減少傾向が続き、282億円（出典：警察庁令和3年における特殊詐欺の認知・検挙状況等について（確定値版））
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【A社】 【B社】

利用者や加盟店へのヒアリング等により番号盗用の不正手口別の割合を把握できている2社に
対して、当協会がヒアリングによるサンプル調査（件数ベース）を実施。

※A社は2021年暦年、B社は2021年度で集計した割合

番号盗用の不正手口（加盟店からの漏えい、クレジットマスター、フィッシング)の割合
【クレジットカード会社２社のサンプル調査】

クレジットマスター・・・規則性を悪用し
て機械的に生成した多量のカード番号等の
有効性をECサイトを介して確認し、有効な
カード情報を不正利用する手口


